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広島県宮島におけるウエマツソウ Sciaphila secundiflora Thwaites ex Benth.（ホ
ンゴウソウ科 Triuridaceae）の発見
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UCHIDA, S., INOUE, Y., MUKAI, S. & TSUBOTA, H.  2012.  New locality of Sciaphila 
secundif lora Thwaites ex Benth. (Triuridaceae) on Miyajima Island, SW Japan. 
Hikobia 16: 193–196.

Sciaphila secundiflora Thwaites ex Benth. (Triuridaceae) was discovered for the second 
time in Hiroshima Prefecture on Miyajima Island, southwestern Japan, in July, 2011.  In the 
study site, this species was found growing associated with S. nana Blume and Burmannia 
championii Thwaites on a forest floor with rich humus in vegetation corresponding to the 
Symploco–Pinetum densiflorae, Myrsine seguinii subassociation, Symplocos glauca variant, 
liana facies with Japanese red pine, Pinus densiflora Siebold & Zucc., disappearing from 
the vegetation due to pine wilt disease.  This forest type is a red pine forest associated with 
many evergreen trees and shrubs, particularly characterized by the presence of big lianas.  
Discovery of S. secundiflora on Miyajima Island symbolizes good nature conservation on 
this Island.  Although the second habitat was discovered, S. secundiflora be designated 
as an endangered species (EN) in the Red List of vascular plants in Hiroshima Prefecture 
judging from the rarity and fragility of the species in the prefecture.

Shinji Uchida, Yuya Inoue, Seiji Mukai and Hiromi Tsubota, Miyajima Natural Bo-
tanical Garden, Graduate School of Science, Hiroshima University, Mitsumaruko-
yama 1156–2, Miyajima-cho, Hatsukaichi-shi, Hiroshima 739–0543, Japan.

はじめに

　 ウ エ マ ツ ソ ウ Sciaphila secundiflora Thwaites ex 
Benth. は赤紫色の小型の多年生草本で，暖地の腐植
の多い林床に生育する菌従属栄養植物である．本種
が含まれるホンゴウソウ科 Triuridaceae は新エング
ラー分類体系やクロンキスト分類体系ではホンゴウ
ソウ目 Triuridales に置かれてきたが，APG 分類体
系（APG 2009）ではタコノキ目 Pandanales に置か
れている．ホンゴウソウ科の植物は世界に約 80 種あ
り，大部分は熱帯に分布している（山下 1982）．ホ

ンゴウソウ科は，日本ではウエマツソウ属 Sciaphila 
Blume だけがあり，本種のほかイシガキソウ S. 
multiflora Giesen やスズフリホンゴウソウ S. ramose 
Fukuy. et T.Sasaki，タカクマソウ S. tenella Blume，
ホンゴウソウ S. nana Blume の 4 種が知られている

（Ohashi et al. 2008）．
　日本においてウエマツソウは，Makino（1905）に
よって土佐香美郡夜須村上夜須（現高知県香美市
夜須町上夜須）の標本をもとに Sciaphila tosaensis 
Makinoとして新種記載された．その際，“Uyematsu-sō, 
Tokihisa-sō” の 2 つの和名が付けられた．これらはそ
れぞれ，ホンゴウソウの発見者の一人であり，牧野
富太郎博士に標本を提供した植松栄次郎とウエマツ
ソウの第一発見者である時久芳馬を記念したもので
ある．また，Tuyama（1936）は小笠原諸島からムニ
ンホンゴウソウ S. boninensis Tuyama を報告してい
る．その後，Ohashi（2000）により，S. tosaensis お
よび S. boniensis は S. secundiflora の異名とされてい
る．
　現在，ウエマツソウは本州（中部地方以西および
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新潟）から四国，九州，沖縄，小笠原諸島に分布が
知られている（山下 1982; Ohashi et al. 2008）．広島
県では広島市東郷山から報告があるが，その後記録
がない（井上ほか 1994）．全国的にみてもきわめて
稀で，環境省レッドリストでは絶滅危惧 II 類に指定
されている（環境省 2012）．また，広島県のレッドデー
タブックでは，生育条件の悪化や危機的水準まで個
体群が減少していることから，絶滅危惧 I 類に指定
されている（広島県版レッドデータブック見直し検
討会 2004）．
　今回，広島県で 2 か所目の産地となる，広島県廿
日市市宮島でウエマツソウの生育を確認したので報
告する．

Specimens examined
  Sciaphila secundiflora Thwaites ex Benth., in Hook., 
J. Bot. Kew Misc. 7: 10, 1855.  Japanese name: 
Uyematsu-sō, Tokihisa-sō, Munin-hongō-sō.
  JAPAN, Honshu, Hiroshima Pref.: Hatsukaichi-shi, 
Miyajima Island: S. Uchida et al. s.n. in hb. HIRO-MY 
47243 (29 July 2011, HIRO-MY).

宮島におけるウエマツソウの発見と生育状況

　2011 年 7 月に広島県廿日市市宮島の北西部を調査
中，ホンゴウソウに似た大形の腐生植物を発見し，
花や植物体の形態などからウエマツソウと同定し
た．本地域は，2009 年 9 月に武内一恵と若木小夜子
によってヒナノシャクジョウ Burmannia championii 
Thwaites が発見された場所で，その後，木村茉南美
らによってホンゴウソウの生育も確認されている．
ヒナノシャクジョウとホンゴウソウについては，宮
島でそれぞれ 3 か所目となる地域であり，本調査で
も生育を確認することができた．今回観察したウエ
マツソウは，以下のようなものであった（Fig. 1）．
植物体は高さ 80 mm，茎の幅 0.8 mm であり，薄赤
紫色であった．花茎は分枝し，円柱状．葉は鱗状で，
疎につき，長さ 2–3 mm である．雄花に葯隔附属突
起はなく，雌花は多数の心皮が集まり球状で径 3–4 
mm，暗赤紫色である．同所的に生育していたホン
ゴウソウの植物体の大きさ（高さ 50 mm，茎の幅 0.3 
mm）と比較しても，ウエマツソウは明らかに大き
かった．また，過去の文献で報告されている植物体
の大きさとほぼ同様であった（Makino 1905; Ohashi 
et al. 2008）．地上部が見られる期間については，
2011 年の調査では，ウエマツソウは，7 月下旬から
8 月上旬ごろ個体数がもっとも多く約 50 本が確認さ

れ，9 月上旬ごろまで生育が確認された．また，調査
地内では，ウエマツソウに加えて，ヒナノシャクジョ
ウとホンゴウソウはそれぞれ約 20 本が見られた．

宮島におけるウエマツソウの生育地の植生

　宮島におけるウエマツソウの生育地およびその周
辺の植生は次のとおりである．

植生調査：2011 年 8 月 1 日，調査者：坪田・井上・内田．
海抜：ca. 30 m，方位：NW，傾斜：10°，調査面積：
10 m × 10 m

 　　　  樹高（m）      植被率　 最大胸高直径　　優占種
　　　　　　　　　　　   （％）　　　（cm）
I. 高木層 14–10    25　　30　　　コバンモチ
II. 亜高木層 10–5 　    65
III. 低木層 5–2 　    60
IV. 草本層 　　  2–　      15
V. コケ層

I. コバンモチ 2.2，リョウブ 1.1．II. サカキ，ヤブツ
バキ（以上，1.2），ウラジロマタタビ，シキミ，シ
ロダモ，ミミズバイ（以上，1.1）III. サカキ，シキ
ミ，ミミズバイ，ヤブツバキ（以上，1.2），シロダ
モ，ネズミモチ，ヒサカキ（以上 1.1）．IV. サカキ 1.2，
アカメガシワ，アラカシ，イズセンリョウ，イヌガ
シ，ウラジロ，ウエマツソウ，カナメモチ，クロバイ，
コシダ，コハシゴシダ，サカキカズラ，サルトリイ
バラ，シキミ，シシガシラ，シハイスミレ，タイミ
ンタチバナ，ネズミモチ，ヒサカキ，ヒナノシャクジョ
ウ，ヒメユズリハ，ホウロクイチゴ，ホンゴウソウ，
マルバベニシダ，ミミズバイ，ヤブツバキ（以上 +.2），
ノブドウ，マンリョウ（以上，+）．V. アカイチイゴケ，
カガミゴケ（以上，+.2）.

　これらの植生は，鈴木ほか（1975）のアカマツ –
クロバイ群集タイミンタチバナ亜群集ミミズバイ変
群集（Symploco-Pinetum densiflorae, Myrsine seguini 
subassociation, Symplocos glauca variant）つ る 植 物
異相の松枯れによってアカマツが消えたものである
と考えられる．アカマツ – クロバイ群集はアカマツ
二次林で，宮島の面積の 88.0% を占めており，タ
イミンタチバナ亜群集は宮島の海抜 300 m 以下に
発達し，ミミズバイ変群集は谷筋あるいは低地部の
沖積地に発達する．アカマツ – クロバイ群集の中で
も，本調査地のようにウラジロマタタビやサカキカ
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ズラ，サルトリイバラ，ノブドウなどのつる植物の
多い林分が，つる植物異相であり，ミミズバイ変群
集の主体をなす（鈴木ほか 1975）．また，Kuroda et 
al.（2006）の植生図から今回ウエマツソウの生育地
周辺の植生を読み取ると，2000 年の段階でも植生は
同様の組成を持つと考えられるものであった．本調

査地は，常緑樹のコバンモチやサカキ，ミミズバイ
などが目立ち，林床は暗いためウラジロやコシダが
少なく，樹木の芽生えが散在し，草本もほとんどない．
このような林床の環境が，ウエマツソウやホンゴウ
ソウ，ヒナノシャクジョウなどの菌従属栄養植物の
生育を可能にしていると考えられる．

Fig. 1.  Sciaphila secundiflora Thwaites ex Benth. (Triuridaceae) and its habitat on 
Miyajima Island, Hiroshima Prefecture, southwest Japan.  A. S. secundiflora with 
flowers in the study site.  B. Female flower of S. secundiflora.  C. Male flower of 
S. secundiflora.  D. Habitat of S. secundiflora associated with S. nana Blume and 
Burmannia championii Thwaites.  E. The underground part showing soil profile.  F. S. 
nana with flowers in the study site.  G. B. championii with flower-buds in the study 
site.
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宮島におけるウエマツソウの発見の意義

　ウエマツソウは微細な生育環境の変化でも強く影
響を受ける脆弱な種である．宮島ではこれまでに同
属のホンゴウソウも生育が確認されており，同じく
菌従属栄養植物であるヒナノシャクジョウやシロ
シャクジョウ Burmannia cryptopetala Makino など，
本調査地とは別の場所であるが，同じような生態を
もつ植物の生育が確認されている（向井ほか 2001; 
向井ほか 2007）．今回ウエマツソウの生育が確認さ
れた場所はやや木漏れ日の差し込む薄暗い林内で
あった．また，同所的にホンゴウソウとヒナノシャ
クジョウの生育も確認され，上記した植生調査地点
では，10 m × 10 m の区域にこれらの 3 種が共存し
ていた．広島県ではこの 3 種が同所的に生育してい
る報告はなく，生態学的にみて大変興味深い．本調
査地はウエマツソウの生態を知るうえでも大変貴重
な場所であり，このような環境を保全していく必要
がある．
　ヒナノシャクジョウやホンゴウソウについては，
向井ほか（2001）の報告では，モミ – ミミズバイ群
落（Abies firma–Symplocos glauca community）と同定
される植生で確認されており，今回ウエマツソウが
確認された植生とは植生区分は異なる．しかし，向
井ほか（2007）の報告では，両種ともに今回ウエマ
ツソウが確認された環境と同じアカマツ－クロバイ
群集タイミンタチバナ亜群集ミミズバイ変群集つる
植物異相と同定される植生でも生育が確認されてい
る．両植生は，宮島の低地部において日陰になる樹
林内の比較的腐植層が発達した植生という点で共通
することから，向井ほか（2001，2007）の調査地や
その他の場所の類似した植生下でもウエマツソウが
みつかる可能性がある．今後は，生育環境に配慮し
ながら調査を継続するとともに，本種の詳しい生態
やフェノロジー，分子系統学的位置を明らかにする
予定である．
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